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論 文 内 容 の 要 旨  

 

 Adipocyte enhancer-binding protein 1 (AEBP1)はマクロファージにおける NF-κB 経路

活性化による炎症反応促進や、脂肪前駆細胞での脂質形成制御に関与している。久山町研

究の剖検脳を用いたマイクロアレイ解析で Alzheimer 病(AD)の海馬で AEBP1 mRNA 発現が亢

進していた。そこで本研究では海馬を含むヒト脳組織での AEBP1 蛋白発現変化及び AD 病理

変化との関連を検討した。剖検症例(AD群 24例, 非 AD群 52例)の脳標本について AEBP1, tau 

protein, amyloid β protein, NF-κB, GFAP, Iba-1 に対する抗体を用いた免疫組織化学

染色を行った。正常脳では AEBP1 は海馬錐体細胞の胞体に選択的に発現しており、その発

現レベルが AD 海馬では神経細胞とアストロサイトで亢進していた。神経原線維変化を有す

る神経細胞では AEBP1 の発現がほぼ消失していたが、プレタングルを有する神経細胞体や

老人斑のタウ蛋白陽性変性神経突起に強い発現が見られた。AD では AEBP1 陽性神経細胞に

NF-κB 核内移行が確認された。AD 群と非 AD 群を比較した結果から AEBP1 の発現レベルと

amyloid β病理所見との間に正の相関が見られた。これらの所見は AEBP1 が AD 病理の進展

に役割を果たしていることを示唆している。 

 

 

  


